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自然農 法水 田 に お け る水稲 栽培 に 関 す る研 究

第 7 報　品種 の 生育特性 ならび に収量性に つ い て ，

　　　　　　　　 熊本県下 の 一事例

片 野 　 学 ・宮 崎 裕 二

　 （九州 東海 大学農学 部）

Rice　culture 　 on 　Natural　Farming 　without 　 chemicals 　 and

　 　 　 　 　 　 　 　 barnvard 　manuare

　　　　 、1［．Growth 　and 　yield　in　 rice 　varieties ，
　 　 　 　 　 one 　case 　in　Kunlalnoto 　Prefecture

　　　　 Manabu 　KATANo 　and 　Yuji　MIYAzAKI
　　　　　（Fac ．　of　Agr ．　Kyushu 　Tokai 　Univ．）

　先 き に 著者等
41
は，岩手県紫波郡紫波町 に お い て ，自然

農 法 実 施 10年 目 を迎 え た水 田 に お い て，岩 手県奨 励 品種

を 中心 に 25品 種 を 栽培 し た 結 果，自然 農法 水 田 で は ，サ

サ ニ シ キ に 代 表 され る極良質 ・晩生 ・穂数型 品種 と と も

に ，亀 の 尾 に 代表 さ れ る 極長 桿穂 車 型 品種 が 多 収 を 達 成

して い る こ とを明 らか に した。また，自然農法水田 に お

け る 水稲栽培 を 考察 す る に あ た っ て は ，農業地 帯
Z”“）

な ら

び に実施年数
31
に 着 目 しな けれ ばな ら な い こ と も指摘 し

た。そ こ で ，熊 本 県 に お い て ， 実施 年 数 の 異 な る水 田 に

お い て ，凵 本 稲 ・外国稲，出穂 期，草 型 の 異 な る 73品 種

を栽培 し，生 育 な らびに 収量 が 如何な る もの で あ る か に

つ い て 試験 を 行 っ た。本報告は ，そ の 結 果 の 大 要で あ る v

材料 お よ び 方法

　供試水 田 は，熊本県阿蘇郡長陽村河陽在 の 九 州東海大

学農学 部 ・実 施 1 年 R 水 田 〔学内自然 水田，以 下 同 様）

阿 蘇郡 久 木野 村 久石 在 の 帆足 ・実施 7 年 目水 田 （帆 足 水

田 ），人 吉 市 下 蓬 摩 瀬 在 の 村 R ・実施34年 目水 田 （村凵 水

田 ） お よ び対照 田 と し て 九 州東海 大 掌農 学 部
・．1貫行農 法

水 田の 4水 田 で あ っ た。阿蘇郡 内水1卜1は い ずれ も火山灰

性の 壌土 で あ り，村 口 水 田 は 埴 ⊥ で あ 1），4 水 田 と も乾

出で あ る。搬 人有機物は ，学内自然水田 の 場合，イナ ワ

ラ を 主 体 に し た 苴 質 堆肥 を 10a 当 た り lt ，帆 足 水 田 で

は 1 年越 し の イ ナ ワ ラ 堆 肥 全 量還 元 で あ っ た が ，村 口 水

田 の 場 合， 有機物 の 搬 入 は な か っ た。　
一
方，対 照 田 に は

基肥 と し て，馬糞 を 羹 と す る 堆厩 肥 （乾物中の N お よ び

PzOs 成分は lt 当た IJ　14．9お よ び6．2  ） を 10a 当 た り

1i な らび に 化 学肥 料 と し て ，硫安，過燐酸石灰 お よ び

塩 加 加 里 を，各 成分，10a 当 た り，5 ，10お よび 5   を

施 用 し，追 肥 は 行 わ な か っ た。供 試 品 種 は 第 1 表 に 示 し

た通 io で あ っ た。ヤ エ ホ （5 月 11日），シ ン レ イ （5月 19

日 ｝，栄 光 1 号 （5 月22U ）を 除 く70品種 を 4 月 20目，油

紙式保温折衷様式の if
一
床 に 播種 し た、、苗の 移植 は，5 月

17口 （学内 ・自然水 田），5 月 19［↑ （対照 田 ）， 6 月 6N

〔帆 足 水 Ll．D ，61］7 日 （村 ［ 水 田 ）に ， 栽 植 距 離 ：30×

15cm，1 株 2 本値，各品 種 1畦 と し て 行 っ た。ヤ エ ホ ，

栄 光 1 号 は 6 月 27 凵，シ ン レ イは 7 月 3 目に 移 植 した。

移植後，畦畔 よ り 3株凵の 1株 を対象に ，1週間毎に 葉

齢，草 丈 ， 茎 数 を測 定 した n また，学 内自然水 田 お よ び

対照 田の 場合，出穂の 様相を把握 す る た め ，1 日uE き に ，

止 葉の 葉耳 ・葉舌か ら穂部 お よ び穂首部分が 抽出 し た 穂

数 を観 察 し た。病 害 虫 防 除 用 薬 剤 の 散 布 は 4 水 田 と も行

わ な か っ た が ，病害虫被害 は ほ と ん ど 認め ら れ な か っ た 。

しか し，学 内 自然 水 田 お よ び対 照 田 で は，極 早 生 系 品種

で 出穂後，ウ サ ギの 食害 が 囲立 っ た 。収穫 は ，村 ［↑水田 ，

対 照 出 ， 帆 足 水 出 お よ び学内自然水 田 に お い て ，そ れ ぞ

れ，10月 9 ，15，16お よび18凵に，各畦 中央部で 生育 した

稲株 を，各 々，5 ，10，5 お よ び 10株 を 対象に 行 っ た。

収 穫 に あ た り，各 品 種 と も中 央 5 株 の 草 丈 を 測 定 し た 。

収穫物 を乾燥後，常法 に 従 っ て 村口 水田 を 除 く水田 の 収

重 調 査 を行 っ た。また，対 照 田 と村 口 水 田 で 栽 培 し た 18

晶種 に つ い て，玄米中の リン 含量 を，堀野 ら
1
切 方法 で 分

析 した。

　　　　　　　　 結果 お よび考察

　 1 ．出　 穂 　期

　 3株 口 1株 に つ い て 止 葉 の 葉耳 ・葉舌か ら穂の 先端が

抽 出 し始 め た檍 数 〔分 母 ）お よび 穂離が 抽出し た 穂数 （分

ア） を測 定 した結 果，出穂 期 に つ い て は ，阿 蘇 郡 内 3 水

出 の 場含は ほ ぼ 同 時期 で あ っ た。第 1 表 は 学 内 自然 水 E

の 結果 を
．一
覧 し た。表 か ら 明 ら か な 様に ，出 穂 期 間 は 7

月 12 凵 か ら 8 月Z5日に 及 ん で お り，止 葉 の 葉 耳
・葉 舊

か ら穂 の 先 端 が 抽 出 した 時 期 か ら 総 て の 穂の 穂首が 抽出

し終 っ た時 期，す な わ ち ，出 穂 始 か ら 出 穂 完 了 に 要 す る

昭和60E 　5 月⊥6ti　 第62回 講演会 で 発表

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Crop Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Crop 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

第 1 表　学内 自然 水田 で 栽培 した各 品 種 の 出穂 の 様相
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めた

数一 よ び 1 二葉の棄耳， 　 　葉舌か・． ．穂 甬 ． が

出 し終 っ t ．・ 穂 数，→収穫時までにrI 査
株の全穂数が， 　　止

刀 葉 耳，葉 舌 から志首が二」し 終らなかったもの． 39 日 数を み る

，早 中 晩生の 順に ， 漸 次， 減少し てい るこ と を 知 った

こ の 場 合 ， Sesia ， 早 生 統． ． ． 一 ， 密陽 21 号 ，

脚南特，水原 258 号，台． 農 67 号，Star 　Bo

et な ど の 外 国 稲の場 合， 同 じ時 期 に 出穂 を開始 し

他 の品

に比較し， 出 穂 始か

出穂完 r に要す る 凵数が 長 い こ とが 注 目 さ れ た．、 ま

， 魯 豊 ， 湖 南 早 牛 ． な ど， 外国 稲数 品種 で ， 出穂 を

始 し た穂 の う ち ， 出穂を完 ゴ し な か っ た 穂 が多 数 あ

た 。 　 　 2 ． 収 穫 物 調査 結 果 　 　
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第 3 表 　収 穫 物 調 査 結 果
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第 5 表 収 量 と水 稲 生 育，収 穫 物 の 特 性 と の 間 の 相 関 関 係

対 項 田 学 四 自黙 水 田 ．汎足
’
水 田

り1
，内品 種 数 55 54 55

草 丈

主 呈 葉 数

移植〜穫揃 口

まで の 日数

o．209 （　，　〕

e．1080

．310〔＊ ）

0．246（△ ）

o．311（＊ ）

O．28G（＊ ）

o．．434（＊ ＊ ＊ ）

D．461（＊ ＊ ＊ ）

o．4ge（＊ ＊ ＊ ）

m 当 た リワ ノ 颪　　O．705（＊ ＊ ＊ ）

mV 当た り穂数 　 O．556 （＊ ＊ ＊ ）

もみ ・わ ら比 　 O，253 （△ ）

0．560（＊ 　＊ 　＊ ）　　e．463〔＊　＊ 　＊ ｝

O，254 〔△ ）　　　　　 0．220（・　）

0．406 （＊ ）　　　　　 0．43S 〔＊　＊ ＊ ）

くず 米 歩合 　
一

〇．564 （＊ ＊ ＊ ）

1穂 」｛又量 　　　　　　0．572（＊ ＊ ＊ ）

千
・
粒 重 　 　　　 0．127

一
〇．576〔＊ ＊ ＊ ）　

− 0．366〔＊　＊ ＊ 〕

　0．719 （＊ ＊　＊ ）　　0 ．74Lt〔＊　＊ ＊ ）

　 0．019 　　　　　　　
− 0．036

注 ） 〔 ）内 は 相 関 係 数 の 有 音 咋 レ ベ ル ，O．2−一・（・）〜0ユ 〜（△ ）

　 　〜 ．05〜（＊ ）〜D．01〜（＊ ＊ ）〜0．001〜（＊ ＊ ＊ ）を示す。

あ らわ れ た が ， 各 品 種の 取量 の 多少 は， 4 水田

と もほ ぼ 同様な 順 で あ っ た。ウ サ ギ の 食害 の た

め，3 水 田 で 供 試 し た品 種 は 若 干異 な っ て い た

が ，収量 と収穫物の 特性等 と の 1次相関関係 を

検 討 した 結果，3水 田 の 如何 に か か わ らず，収

量 とm
’
当た リ ワ ラ 重， 1穂収量，移植 か ら 出穂

完 了 まで に要 す る 日数 との 問 に は有意 な 正 の 相

閲関係 が ，ま た 屑米 （粒厚 1 ．7   以 下 の 玄米 ）

歩合 とつ 間 に は 有意 な負の 相関 関 係 が 見 出 され

た 。また ，学 内 自然 水 山 お よ び帆足水 田 で は，

収 量 と主茎 葉数，もみ ・わ ら比，草 丈，nf 当た

り穂 数 との 間 に も，それ ぞ れ 有意 な正 の 相関関

係 が 認 め ら れ た の で あ る （竿 5 チ）。す な わ ち
，

自然 農 法 水 田 に お い て 多収 を達 成 す る品 種特性

は ，岩手県下 の 1 事例
4

乏 ，ほ ぼ ，同 様 で あ っ

た。さ らに ， 帆 足 水 田 の 場 合 （第 3表 ）， 岩 手 県

ドで 供試 し た 25品 種 の う ち，17品 種 の 収量 を み

る と，出穂 期 が 20日前後 早 ま っ た に もか か わ ら

ず，粳米品種 で は サ サ ニ シ キ が，糯米品種 で は

コ ガ ネ モ チ が 最 も多収 とな っ て お り， 沽果 は 岩

手 県 の 場 合 と同様 で あ っ た 。

　 堂 「凋 自然水 田 ，帆 足 水 田 お よ び 対 照 田 で 栽 培

した 品種 の う ち， 35品 種 が 共 通 品 種 で あ っ た、、

こ れ ら の 品 種 を 凵本 秤 （25品 種） お よ び外〒1稲

（10品種 ） に 二 分 し て ，そ れ ぞ れ の 晶 種 群 ，こ お

け る収穫物特性 に 閃す る水 田 間 差 を検討 した結

果 （第 6 表〕，
以 ドの こ と を知 っ た。まず，日本

稲 の 場 合 ， 千粒重 を除 き ， 収量 ， わ ら重 ， 穂 数 ，

も み 。わ ら比 ，1 穂収量 ，9 丈 の い ず れ の 項 目

と も水 田 間 に 有 意差 が 認 め られ た。こ の う ち，

収童，穂 数 お よ び 草丈 は ，帆足 水 山 で 最 も 大 と

な L），次 い で
， 対 照 田，学 XJ自然 水 匹 の 順 に ム

とな っ た、また，1穂収 量 をみ る と，対照 田 に

比 較 し，自然農法下 の 2 水田 で 大 とな っ て い た

が ， わ ら重 を み る と ， 対 照 田 が 最 大 とな っ て お

り，も み ・わ ら比 も，対 照 田 が 最低 とな っ て お

り，学内自然 水 田，帆 足 水 田 の 順 に 大 とな っ た、、

こ の こ とは，自然農法水田 の 場合，草出来 〔わ

ら重 ） に 対 し，籾 あ る い は 玄 米 生 童 効 率が 対 照

田 に 比 較 し高 く， か つ
， 実施 イ1数 が 増 大 す る に

伴 い
， 玄 米 生 産 効 和 よ増 大 し て い く もの で は な

い か と い う こ と を 示 し て い る。極 め て 興 味 深 い

現象で ある。一
方，外「司鯀の 場合 を み る と ， 水

出 の 如 何 を問 わ ず，い ずれ の 項 目 と も，品種問

差 異 が 著 し く大 と な っ て お り，水 出 間 に お 」 る

有 意 差 を見 出 歩 こ とは で きな か っ た。
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第 S 表 　 3 水 田 で 栽培 した 日 本稲 ： 25種，外国稲 ：10品 種 に お け る

　 　 　 諸 特 性 平 均値 （変動 係 数） に み られ る水 田 間 の 相 違

区
収量

（9 ／  ）

H
本
稲

わ ら重 　 　 　 穂 数

〔9 〆m つ　　 〔本 ／m つ

もみ ・

わ ら比

1穂 収量

　（9 ）

1’粒重 　 　 　 草 丈

（9 ）　 　 　 〔cm ）

　 　 　 　 　 402，6b
対 照出

　 　 　 　 　 （17．2％ ）

学 「丿寸自然　　　　344．8a
　水 田 　 　 　（16．6％ ）

　 　 　 　 　 493 ，8c
帆 足 水 旧
　 　 　 　 　 （19．4％ ）

689，9C 　　　　　23Lt．1b
〔19．2c／．）　　　　（17．ユ％ ）

444．7a　　　　　l71、6a
（17、6％ ）　　　 〔15、6％ ）

579．6b 　　　　259、5c
（23．O％）　　　（19．5％ ）

 、76a 　　　　l．76　a 　　　 22、O
（ユ6．6％）　　　（16．4％ 〕　　　〔　7．O％ ）

　1．DOb 　 　 　 2．02b 　 　 　22．O
（15、5％）　　　（14．3％ 〕　　　〔　6．5％ ）

　］．12e 　 　 　 L92b 　 　　22．8
（10．2％）　　　〔13．4％ 〕　　　〔　6．3％ ）

98，3b
（6．7％ ）

93．Oa
（ 7，8％ ）

lO62c

（ 6．7％）

F値の 検定 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊　 　　　　　＊ ＊ ＊ ＊ N ．S． ＊ ＊

1 対 照 田 欟 ％ ）

難…
・

幅
・ lll・；。 、

　 　 　 　 　 　 　 342，3

綴 定 Ψ

580、O　　　　　　l86、7
（17．3％）　　　（20 ．6％ ）

470．8　　　　　169．O
（21．9％ ）　　　（23．6％ ）

612．3　　　　　215．2
（30．8％ ）　　　（24．2％ ）

　 0、78　　　　　　　1．54
（24．8％）　　　（40．7％｝

　D．89　　　　　　 1．57
（26．6％）　　　 （49．9％ ｝

　0．97　　　　　　 1．68
（47．4％）　　　 （48．1％ ）

23 ．8　　　　　　　94．1
（32 ．1％〕　　　〔20．3％）

2S ．2　　　　　　89．0
（31．2％ 〕　　　 〔18．2％ ）

23，5　　　　　　101．8
（27．3％ 〕　　　 〔21．7％ ）

N ，S． N ．s， N ．S， N．S， N ，S， N ，S．

注） F値の 検定は ＊　〔5 ％〕，＊ ＊ （⊥％） レ ベ ル で 有 意差 が ある こ と を示 す。Duncan の 多重検 定 に よ り，
　 　同

．．
英 小 字は群 間

LT’，
均 値 に差 が な い こ とを 麺こす。

第 7 表　対 照 田 な らび に 村 口 水 田 で 生 育 し た

　 　 　 水 稲 に お け る 玄 米 中の リ ン 含量

　 　 　 　 （mg ！10〔19 ）

腎1種 名
　 　 　 　 　 　 A

．
贋行農 法田 　 自然農法 田

　 　 　 B − A
B

1234567

．
89011

　
12345678

11111

　
11

ヤ マ ホ ウ シ

農林44弓
．

信放 3B弓．

東 Ll13S号

新栄

サ サ シ グ レ

フ ヨ ウ

テ ン リ ョ ウ

台農 67号

は が れ し らず

矮 脚 南 特

ハ ツ シ モ

で わ み の り

湖 南 早牛

ト ヨ ニ シ キ

そ らち

魯 豊

中生新 干本

966548486308

ユ

08712

0997766543328877634333333333332222223477296264207D6052841700713112786307つ

44455444444333343

均

値

齪

　

　

鹸

平

F

蹴

333 　 42428

．451

＊ ＊

481281240122608340

一

742024159889908544

」

　

　

　

1

ー

ユ

ユ

　

　

　

　

　

　

　

ー

　

　

置

1
．

19

注 ； 1 ％ ン ベ ル で 有 意 で ある こ と を 示 す。

　 3v 玄 米 中の リン 含 量

　対照 田 な らび に 自然農法実施 34年国を迎 えた 村 口 水 田

で 生育 し た 18品 種 に お け る玄米中の リ ン 含量 を分 析 した

結果 （第 7 表）， 村 ［ 水 出 の 場合，す べ て の 品 種の リン 含

量が 対照 1日の 場 合 よ り高 くな っ て お り，．一．二水 田 間 に お い

て 明 瞭 な有 意 差 が 認 め られ た の で あ る。数年 来，有機物

搬入す ら行 っ て こ な か っ た村 r「水 田産玄米中の 高い リン

含 量 を も た ら した 要医 は 目 トの と こ ろ 不 明で あ り，極 め

て 興味深 い 事実 と い え よ う。一
般 に ，玄．米中の リン 含量

は ，粳種 に 比 べ 糯 種 が 高 い こ と が矢［iら れ て い る が ，本研

究 で 得た 結果 は，村 U 水 円 同様，自然農法実施後30年 を

経 過 し た岩 手 県 ド閉 伊 郡 宮守 村 在 の 佐 々 木 　栄 氏 の 経

験
61
，す な わ ち，自然 農法下 で は 「粳が 糯 に 化 け る 」と い

う箏実 と何 らか の 関連 を有 す る点 で あ り，玄 米 の 質 をめ

ぐ っ て 興 味 あ る も の と考 え ら れ 島 今後 の 研 究に 待 ち た

し  
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